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3 2004 年現在。 
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(6) まだまだ死ぬべし (まだまだ死ぬものか) 東京都八丈島 
⑥当然の意を表わす。 
(7) なるべいことなら 山梨県郡内 
⑦念を押したり、意味を強めたりする意を表わす。 
(8) (女性の語)かっこえーべ (かっこうがいいよ) 徳島県海部郡 
⑧可能の意を表わす。 
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ような形式で現れているのかみることにする5。 

















形式 う・よう【推量・意志】 だろう【推量】 
















ベア[bea] 八戸 八戸 
ビャ[bja] 八戸 八戸 
ベァー[bɛ] 袖ヶ浦 袖ヶ浦 
ペァー[pɛ] 袖ヶ浦  
バイ[baï] 福島  
パイ[paï]  福島 
ベオン[beo] 青森 青森 
ビョン[bjo] 青森、岩手 青森、岩手 
                                                        
5 接続については3.3 で確認する。 
福島方言における「ベ」について 
 




























部分を図に示した 232 図もある。 
 まず、五段動詞についてみてみる。GAJ では、五段動詞は「書く」のみである。「書く」
の意志形「書こう」に相当する方言形として/be/を使用している地域を中心に、それに隣
接した地域の諸語形についても併せて示したい(図 1)。図 1 からわかるように、/be/は主に
太平洋側を中心に青森県から静岡県の一部にまで分布している。 
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表 3：実現形式のタイプと分布域(GAJ106 図起きよう(意志形)) 
実現形式のタイプ 分布域 
①終止連体形(oki-ru＃)＋/be/  
 オキルベ 青森県南部，秋田県の一部，岩手県西部 
 オキッペ：促音化 宮城県全域，福島県中央部から沿岸部，栃木県北部 






 表 3 及び図 2 を合わせて見るとわかるように、促音化をしている「オキッペ」が福島県
福島方言における「ベ」について 
 




 また強変化動詞「来る」の推量形「来よう」についても GAJ からその図を挙げた(図 3)。
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表 4：実現形式のタイプと分布域(GAJ113 図来るだろう) 
実現形式のタイプ 分布域 
①終止連体形(ku(o,i)-ru＃)＋/be/  




 クンベ：撥音化 山形県全域(沿岸部を除く)，福島県北西部 
②終止連体形(ku(o,i)-ru＃)＋/da/＋/be/  
 クンダベ 福島県の一部(西部) 
 クッダッペ／クルダッペ：促音化 群馬県の一部(北部)，千葉県 













に「ダ」を挟んで「ベ」を後接させる地域は図 4 と同様である。 
福島方言における「ベ」について 
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  家サ 帰ッタラ テレビデモ 見デ ユックリ スッペ。     (玉縣元 1999:39) 
②申し出 
(11) ［歩いて帰ろうとする友人を引きとめて…］ 
  待デー。駅マデ（車で）送ッテグベー。              (玉縣元 1999:39) 
③勧誘(inclusive) 
(12) ［友人と登山をしていて、疲れてきた。］ 
  スコシ 座ッテ 休ンベ。                   (玉縣元 1999:39) 
④勧誘(exclusive) 
(13) ［授業中、後ろの席のふたりがうるさい。］ 





  コノブンデワ 明日モ 暑イベナー              (玉縣元 2001:54) 
⑥確認 
(15) ［最近、一人暮らしを始めた友人に･･･］ 
  一人暮ラシッテ 寂シーベー                 (玉縣元 2001:53) 
⑦確認要求 
(16) 甲 1：オレノ 誕生日 1 月ダベ 
  乙 1：ア ソーダッケ 
  甲 2：ンー ソーナノヤ。ダガラ モースク゜ ハタチナノヤー   (玉縣元 2001:53) 
 
 飯豊毅一(1962b)をみると、意志、申し出8、勧誘9、推量の 4 つが、玉縣元(1999, 2001)と
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共通している。しかし、確認、確認要求の用法については言及されていない。また、玉縣
元(1999, 2001)では言及されていないが、疑問詞と呼応して反語的に用いられる用法(ex. ダ















 「バイ」の成り立ちについて、飯豊毅一(1964:14)では、次の 2 つの理由によって「バイ」
という形式が作られたと考えられている。 
 
理由 1：相手尊敬に-ae の形式が使われること 
理由 2：「ベーエ」では形式的に識別的効果がないこと 
常態 敬態 












                                                                                                                                                                  
9 inclusive、exclusive は分けていない。 
10 3.2 表 2 参照。 
マエ バエ 
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  動詞 形容詞 コピュラ11 (な)のだ 合計 総計 
意志 
信達 6    6 
8 
南会津東 2    2 
推量 
信達 30 4 38 16 88 
232 
南会津東 80 21 39 4 144 
  118 25 77 20 240 240 
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 両方言とも合わせた総計は 240 例、うち意志は 9 例、推量は 232 例見られた。日常会話
の中で意志表現をあまり使用しないのは、当然のことであろう。南会津東方言に比べ、信
達方言の使用例が少ないのは、南会津東方言が 2 人の会話(協力者＋筆者12)であるのに対し、
信達方言は 7 人の会話(協力者 6 人＋筆者 12)であり、複数人の会話において一人当たりの
使用量が減ったためであろうと推測される。 
 次に 241 例の中に、どのような方言形式が現れたのか確認する。 
 
表 6：コーパスにみられた意志・推量表現の形式 
 デショ(ー) ダロ(ー) ベ バイ ベシタ ッケナ ウ／ヨウ 合計 
信達         
動詞 10 0 15 3 5 1 2 30 
形容詞 1 0 3 0 0 0  4 
コピュラ 4 1 30 2 1 0  37 
(な)のだ 9 1 6 0 0 0  16 
合計 24 2 54 5 6 1 2 94 
南会津東         
動詞 0 0 82 0 0 0 0 79 
形容詞 0 0 21 0 0 0  21 
コピュラ 0 0 37 0 1 0  38 
(な)のだ 0 0 4 0 0 0  4 
合計 0 0 145 0 1 0 0 146 
総計 24 2 199 5 7 1 2 240 
 
 意志表現は「ウ／ヨウ」以外は「ベ」で現れていた。信達方言の「ウ／ヨウ」の 2 例は
外住歴の多い F 氏の発言である。推量表現については、南会津東方言は 1 人の話者である






「デショー」を話者別にみると、B 氏・E 氏・F 氏の発言であるが、B 氏 4 例、E 氏 4 例・
F 氏 18 例であり、F 氏が最も多く使用している。F 氏は外住歴が多く、語彙・文法的な面
であまり方言を使用しない傾向があるため、「デショー」を多く使用しているものと考えら
れる。E 氏も外住歴がある。B 氏は外住歴はないものの、共通語志向が強い(自分は他の方
                                                        
12 筆者の発言はデータに含めていない。 
幡 早夏 
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言話者より方言の使用頻度が低いと思っている)ので、共通語の丁寧体である「デショー」
を比較的用いているのであろう。なお、「ダロ(ー)」2 例は F 氏の発話であり、「ッケナ」1
例は E 氏の発話である。また、「バイ」5 例は B 氏 4 例、F 氏 1 例、「ベシタ」6 例は、A
氏 1 例、B 氏 4 例、C 氏 1 例である。 
 次に用法の面からの集計を行う。用法の分類に際しての用語は玉懸元(1999, 2001)に従う。 
 
表 7：用法による分類結果 
 デショ(ー) ダロ(ー) ベ バイ ベシタ ッケナ ウ／ヨウ 合計 
意志系         
意志   4 0 0 0 0 4 
申し出   0 0 0 0 0 0 
勧誘(INC)   2 0 0 0 2 4 
勧誘(EXC)   0 0 0 0 0 0 
合計   6 0 0 0 2 8 
推量系         
推量 2 2 30 0 0 0  34 
確認 15 0 6 0 0 0  21 
確認要求 7 0 157 5 7 1  179 
合計 24 2 193 5 7 1  232 




推量が 13 例で、残りの 131 例は全て確認要求であった。「デショ(ー)」の用例数をみてみ









                                                        


























155D ソーガイ  ホンヂャ  ドースッペナ コーガ 
   そうかい。 それじゃあ どうしような こうか。 
 
{スイカの切り方について悩んでいる} 
160D ドースッペナイ コレワ チット  ハンパダガンナイ 
    どうしようね  これは ちょっと 半端だからね。 
 
{G 氏の息子が急病になり、遠いけれど大きな病院に運ぶことに決めた際の話} 
23G ヤッパ  チューオーサ イッタベ    ドーセ アレダラバ チューオーサ 
   やっぱり 中央(病院)に 行ったでしょ。 どうせ あれならば 中央(病院)に 
 
 イク゜マデ ダメガナンダガ ワガンネゲンヂョ オモイギッテ イッテミンベド 




                                                        
15 意志用法も疑問詞と共起できるであろうが、疑問詞と共起していたものは推量用法だけであった。 
幡 早夏 
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{G 氏が施設に入った後、義妹に預けた自分の家に帰ろうとした際の話} 
46G ホテ  ワカ゜イサ ハインメド オモッテモ ハイヨー ネーベー   ウーン 
   そして 自分の家に 入ろうと  思っても  入りよう ないでしょ。 うん。 
 
 ミンナ コンダ カキ゜ガラ カキ゜ガラ ホラ ミナ  トケチマタ＊＊ 












今度 X2 さんがスイカを持ってきた時は、食べずに帰ってしまおうと話している内容} 
300E カエッテッカラ  ンダ   コンドガラ X2 サンφ 
   帰っているから。 そうだ。 今度から  X2 さん［が］ 
 
 モッテキタドギφ  D チャン カエッペ 
 持って来た時［は］ D ちゃん 帰ろう。 
 
{300E からの続きの発話} 
301E オラφ  インネ  オラφ  インネーッテユウベ 




290F イヤー R チャン キョーネー ゲートボールφ   ヤッテンノニ 
   いやあ R ちゃん 今日ね   ゲートボール［を］ やっているのに 
 
  スイガφ  キテルモンダガラ  モー ヤメヨー ヤメヨーッテイッテ ミンナサ 
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8. 推量系用法 








528B アッパイ   アノ トリアケ゜ダッテ ムガシワ ナニカ ユワレカ゜ 
   あるでしょ。 あの トリアゲだって  昔は   何か  謂れが 
 
 アンデショッツーノ    アソゴワ アノ ナンテユウ ムゴーガラ ヅーット 
 あるんでしょって言うの。 あそこは あの なんていう 向こうから ずっと 
 
 キテモ コッチカラ イッテモ イチバン タガイドゴロデ 
 来ても こっちから 行っても 一番   高いところで 
 
 ヤマノコンモリシタナガニ アル アレデナイ ブッソーナドゴダッタンダヨナイ 
 山のこんもりした中に ある あれでね、 物騒なところだったんだよね。 
 
 ンダガラ アソゴントゴニ  ヒソンデ イデデ トリアケ゜ダンダベ 
 だから  あそこのところに 潜んで  いて  取り上げたんでしょ。 
 
 タビビトノ サイフオ 
 旅人の   財布を。 
 
733D ムガシワ ホダルノヒカリデ アノ ホンφ  ヨンダッテ 
   昔は   ホタルの光で   あの 本［を］ 読んだって 
 
 ダンヂャッタベナイ ＊＊ ホダルノヒカリデ ホンφ  ヨンダッテ 
 誰だっただろうね。 ＊＊ ホタルの光で   本［を］ 読んだって。 
 
739F タブン ニノミヤダベナイ 
   たぶん 二宮だろうね。 
 
幡 早夏 
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【デショ】 
{スイカの種を外に捨てながら食べることについての話の中で} 
82 F ソノウヂ スイカカ゜ デルデショ 




921F ソーダ  ワタシ＊＊ ヤー モー ワタシナンテ カミサマダド 
   そうだ。 私＊＊   やあ もう 私なんて   神様だと 
 
 オモッテッカラ センセーッテ ゴハンモ クワネンダベナード 
 思っているから 先生って   ご飯も  食べないんだろうなと 
 
 オモッテダンダ ホント ゴハンモ ナニモ タベナインダローナード 
 思っていたんだ 本当。 ご飯も  何も  食べないんだろうなと 
 
 オモッテダヨ  トイレサナンテ イグドワ オモッテナイシネ 














 確認用法は、「ベ」が 6 例、「デショ」が 15 例であり、「デショ」が「ベ」の倍以上であ
る。しかしながら、「デショ」15 例のうち 11 例は F 氏の発言である。以下に用例を示す。 
 
【ベ】 
{バスに乗っていたのが D 氏 1 人だけだったのか尋ねている場面} 
407E アンダφ   ヒトリダッタンダベ 
   あんた［が］ 一人だったんでしょ？ 
福島方言における「ベ」について 
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487B カーマエッテユウノワ ソノ カワッテユウ イミナイ？ カッテユウノ 
   カーマエっていうのは その 川っていう  意味ね？  カっていうのは 
 
 カワッテユウ イミダベ 




113E コトシワ テンキカ゜ イイカラ ヒデリダカラ スイカモ アマイヨネ 
   今年は  天気が   いいから 日照だから  スイカも 甘いよね。 
 
 ナッタデショ  ソシテナイ 





672B アー コーテーネ ソシテ ソノ ソバニ アンデショ   ソーユー 






 確認要求用法は、「ベ」が 157 例、「バイ」が 5 例、「ベシタ」が 7 例、「ッケナ」が 1 例、
「デショ」が 7 例で、最も多くの形式が使用されている。以下に用例を示す。 
 
【ベ】 
844D オレワ センセニ オゴラッチャゴドφ アンダ   アノナイ センセカ゜ 
   私は  先生に  怒られたこと［が］ あるんだ。 あのね  先生が 
 
 ホンφ  ヨンデダベ     ホンφ  ヨンデダラバ オレφ  テワスラφ 
 本［を］ 読んでいたでしょ。 本［を］ 読んでいたら 私［は］ 手遊び［を］ 
 
 シッタノヨ  コー  センセーニ ミツカッテ X9 ッテ ユワレダノ 
 していたのよ こう。 先生に   見つかって X9 って 言われたの。 
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{方言調査をする際の協力者についての話} 
502C ナンダッペナンテ ユウナイ ン？オレφ  ナニナンテ オレφ 
   何だろうなんて  言うね。 ん？私［は］ 何なんて  私［は］ 
 
 ナンツッタノ？ナンテ サンカイクライ オンナシコドφ ユワネード 
 何て言ったの？なんて 三回くらい   同じこと［を］ 言わないと、 
 
 ワガンネヨーナヒトデワ ワガンネベ 
 分からないような人では 分からないでしょ。 
 
【バイ】 
650B ンダガラ ヨグ アノ ネ アレ ミノモンタノカ゜ナφ  ミデット  アノ 
   だから  よく あの ね あれ みのもんたのもの［を］ 見ていると あの 
 
 ミンナナイ カクチノ ンマイ  アノ  ナカ゜イギスル ショグモヅノナイ アレ 
 みんなね  各地の  おいしい あの、 長生きする   食物のね     あれ 
 
 メク゜ッテ アルグノ アッパイ   ホイット  ミンナ シューカイヂョ 
 めぐって  歩くの  あるでしょ？ そうすると みんな 集会所 
 
 アダリデ オドリφ オドッタリ ナンダリ シテナイ ミーンナ アヅマッテ 













719B コノヘンφ  ボンボン トンデダンダゲドナイ  イマワ ミランニベシタ 
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782A ツケモノンドゴ ガッコッテユウベシタ 






93 E クーガイヂャネーンダデ  D チャン  モッテカセーッテ   ユワネクチャ 
   食べるかいじゃないんだよ D ちゃん。 持って行きなさいって 言わなくちゃ。 
 
 クーガイダッタラ  オレφ  クーゾイッテ ユウヒトφ  イネーンダッテ 











786F ソレガラ イマφ  アレダゲドモ ウヂノ オイッコ ウチノ 
   それから 今［は］ あれだけど  家の  甥っ子  家の 
 
 オイッコカ゜ネ カイヘーニ アキタデ ヒトリ ハイッタノ カイヘーニ イッタノ 
 甥っ子がね   海兵に   秋田で  一人  入ったの。 海兵に   行ったの。 
 
 デ     チット  エラグナッタワケヨネ シタラ  カイグンダガラ ホラ 
 ［それ］で ちょっと 偉くなったわけよね。 そしたら 海軍だから   ほら 
 
 フネンノッテ アルグデショ スット   カンバンオ ソーヂ スルワゲヨネ 
 船に乗って  歩くでしょ？ そうすると 甲板を   掃除  するわけよね。 
 
{近所の娘さんの話} 
356B ムスメダヨネ アノヒトワ イマ アノ ミサトニ ヨメンナッタデショ 
   娘だよね。  あの人は。 今  あの ミサトに 嫁になったでしょ。 
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9. /be/の確認要求用法と「ではない(か)」との関連 
 ここで、共通語「ではない(か)」との関連についても触れておきたい。コーパスから共
通語「ではない(か)」に相当する表現は 18 例あった。以下の表 8 に詳細を示す。 
 
表 8：共通語「ではない(か)」に相当する形式とその用法16 
 ヂャナイ(カ) ベ ベシタ 合計 
否定 5 0 0 5 
確認要求 5 2 6 14 
合計 10 2 6 18 
 





{筆者が B 氏の孫であることを知らなかった C 氏に対して} 
313E ソーダヨネ  B サンニモ ニテットゴ   アッペ 




752B ナイ  キミカ゜ヨサエ ウタワネベシタ 




628C ウン  ノメル  ノメル  ゲートボールモ ヨソφ   アルグド 
   うん。 飲める。 飲める。 ゲートボールも よそ［を］ 歩く× 
 
 ヒトモ オボエレバ ノムヂャナイ 
 人も  覚えれば  飲むじゃない。 
 
 確認要求に用いられていた「ベ」は、表 7 のものと合計して 159 例であるが、それは圧
倒的に「でしょ(う)」に訳されているもの(98.7%)であり、「ではないか」で訳されているも
のはごく少数(1.3%)である。一方、「ベシタ」は表 7 のものと合計して 13 例であるが、「で












以上を、大まかな共通語との対応でみると表 9 のようになると考えられる。 
 
表 9：共通語との対応 
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